
　　　　　　　　　　　　　※「福祉部平成２６年２月定例議会予定議案の概要」から抜粋

　　

≪新　規≫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算額　１，６８６万円

【目　　的】

医療的ケアが必要な重症心身障がい児者（※）の地域生活を支えるために、医療・福祉等関係機関の円滑な連携体制のもと、地域生活の維持・継続のための地域ケアシステムの実践と福祉サービス等の充実強化に取り組みます。
　（※）重症心身障がい児者：身体障がい者手帳（１級・２級）及び療育手帳（A）を交付された障がい児者

【事業概要】


　　医療と福祉の連携強化など重症心身障がい児者の地域生活を取り巻く課題の解決に向けて、重症心身障がい児者と介護者が安心して地域生活を送るための支援を行う関係機関が参画する地域ケアシステムを実践します。
　〔内　容〕
・医療機関を含む2次医療圏域ケア連絡会議を設置し、市町村が調査した当事者の具体的な状況を分析の上、地域生活の維持に必要なサービスの質と量を把握。
　　・当事者の福祉サービスの利用を促進するため、福祉サービス体験や介護者向け相談会・交流会、事業所向けの相談会を実施。
 ・当事者や支援者への情報発信。
※Ｈ２６年度は南河内圏域で実施。
Ｈ２７年度は残り５圏域（豊能、三島、北河内、中河内、泉州）で実施。
（H28以降は市町村に引き継いでいく）

地域で生活する重症心身障がい児者の介護者が最も希望する福祉サービスは「短期入所」となっています。しかしながら、人工呼吸器管理が必要な重症心身障がい児者の受入れが可能な短期入所事業所が府内に殆ど無いことから、医療機関での短期入所の整備を促進します。
〔内　容〕医療機関が空きベットを活用した短期入所事業の指定を受け、医療的ケアが必要な重症心身障がい児者を受け入れた場合に、短期入所報酬と入院診療報酬との差額相当額を補てん。
　　　　・初度設備（初年度のみ）：５００千円

　　　　・差額補填（年間）　：５，７００千円/３床分（１医療圏域あたり）
※Ｈ２６年度　２圏域（三島、南河内）で実施。
Ｈ２７年度　６圏域（三島、南河内、豊能、北河内、中河内、泉州）で実施。
参考資料





（ケアコーディネート事業）


担　当　障がい福祉室 地域生活支援課 地域サービス支援グループ


担当者　三和、若村


内　線　２５４０　　直　通　６９４４－２３６７


（医療型短期入所整備促進事業）


担　当　障がい福祉室 生活基盤推進課 推進グループ


担当者　稲田、古賀


内　線　２４６２　　直　通　６９４４－６０２６





重症心身障がい児者地域ケアシステム整備事業





（１）ケアコーディネート事業　 　                   　　446万円 　





（２）医療型短期入所整備促進事業　                   1,240万円　　









